
■趣旨説明（10:00-10:15）
和氣愛仁（人文社会系）

■講演（10:15-11:00）
「デジタル・ヒューマニティーズのこれまで」　永崎研宣（人文情報学研究所主席研究員／所長）

■第1セッション「デジタル・ヒューマニティーズの学際性」（11:00-12:00）
「図書館情報学から見たデジタル・ヒューマニティーズ」　宇陀則彦（図書館情報メディア系・図書館情報学）
「人文科学から見たデジタル・ヒューマニティーズ」　永井正勝（人文社会系・言語学）

■第2セッション「研究事例報告」（13:00-14:50）
「マークアップと視覚化による思想研究の試み」　土井裕人（人文社会系・宗教学）
「古代エジプト語の高精細画像を用いた言語データベースシステム」　和氣愛仁・永井正勝・高橋洋成（人文社会系・言語学）
「人とコンテンツを結ぶ: コンテンツのデジタルアクセスとその支援」　阪口哲男（図書館情報メディア系・情報科学）

■パネルディスカッション「デジタル・ヒューマニティーズと人文科学の再接続」（15:00-16:30）
和氣愛仁（人文社会系）、阪口哲男（図書館情報メディア系）、永崎研宣（人文情報学研究所）ほか

■全体質疑（16:30-17:00）

2013年11月9日（土）10:00-17:00
共同利用棟A 201室

プレ戦略イニシアティブ「日本語日本文化発信力強化研究拠点形成」・筑波人文情報学研究会　共同開催

ワークショップ

デジタル・ヒューマニティーズと
人文科学の再接続

教員・大学院生の来聴を歓迎します
問い合わせ先：和氣愛仁（waki.toshihito.fn@u.tsukuba.ac.jp）


